
あ混ガとうございます二 

目録を手渡される大橋町長 

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
…
・
・
』
‘
 

昔
な
つ
か
し
い
「縄
の
な
り
方
」
を
継
承
．
一
 

高
齢
者
と
子
供
の
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
て
、
よ
り
豊
か
な
人
間

関
係
を
築
こ
う
ー
と
、

去
る

一
月
十
日
 
「高
齢
者
と
子
供
の

つ
ど
い
」
 
が喜
良
市
老
人

憩

い

の
家
で
開
か
れ
た
。
 

こ
の
催
し
は
、
農
村
高
齢
者

役
割
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
 

金
木
地
区
農
業
改
良
普
及
所

（
工

藤
国
」方
所
長
）
と
金
木
町
社
会
 
 

福
祉
協
議
会

（
花
田

一
会
長
）
 

が
共
催
で
毎
年
開
催
。
 

今
年
は
、
子
供
た
ち
に
ワ
ラ

工
芸
の
再
認
識

と
農
村
社
会

の

よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
ー
 

と
、
お
年
寄
り
た
ち
が
し
び
の

取
リ
方
、
ワ
ラ
の
打
ち
方
、
縄

の
な
リ
方
等
を
実
技
講
習
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
こ
の
道
七
十
年

と
い
う
大
ベ
テ
ラ
ン
の
桜
庭
貢
 

ち
 

v
 

三
さ
ん

（
七
十
九
歳
）
が
講
師

に
あ
た
り
、
縄
を
な
う
コ

ツ
は
 

「
ワ
ラ
を
し
っ

か
り
足
で
押
え

て
、
手
を
す
べ
ら
す
よ
う
に
回

転
を
早
く
ノ
こ
 
と
子
供
た
ち
に

手
を
取
リ
な
が
ら
教
え
て
い
た
。
 

は
じ
め
て
経
験
す
る
子
供
が
多

い
中
、
要
領
の
い
い
子
供

も
い

て
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に

終
了
。
子
供
た
ち

は
貴
重
な
経

験
に
 
「お
も
し
ろ
か
っ
た
。
ま

た
や
っ
て
み
た
い
い
な
ど

と
、
 

と
て
も
喜
ん
で
い
た
。
 

ま
た
こ
の

日
は
、
ゴ
ム
の
手

袋
が
な
か
っ
た
頃
、
主
に
山
で

多
く
使
わ
れ

た
と
い
う
カ
手
か

え
し
4

な
ど
、
桜
庭
さ
ん
手
づ

く
リ
の
ワ
ラ
工
芸
品
も
数
点
展

示
。
 
「
冬
、
雪
さ
ぬ
れ
て
も
、
 

ぬ
れ
れ
ば
ぬ
れ
る
ほ
ど
ワ
ラ
が

し
ま
っ
て
重
宝
し
た
も
ん
だ
ば

っ
て
な
ー
 
と
、

な
つ
か
し

そ
う
に
見
い
っ
て
い
た
お
年
寄

リ
が
印
象
的
だ
っ

た
。
 

近
年
、
水
稲
の
品
種
改
良
に

よ
リ
、
ワ
ラ
そ
の
も

の
が
長
く

な
っ
て
き
て
お
り
「

ワ
ラ
工
芸

を
編
む
の

に
便
利
に
な
っ
た
。
 

街
路

灯
寄
贈
 

さ
れ

る
 

東
北
電
力
、
 

東
北
電
気
工
事
卿
 

明
る
い
町
づ
く
リ
に
役
立
て

て
下
さ
い

ー
 
と
、
去
る
十
一
一

月
十
四
日
、
東
北
電
力
脚
五
所

川
原
営
業
所
長
と
東
北
電
気
工

事
卿
五
所

川
原
営
業
所
長
が
大

橋
町
長
を
訪
ね
、

街
路
灯
五
基
 

（
総
額
三
十
三
万
円
相
当
）
を

贈
る
目
録
が
大
橋
町
長
に
手
渡
 

●

県
農
林
部
係
官
か
ら
伝
達
さ

れ
る
妻
て
る
さ
ん

（
右
）
 
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

贈
ら
れ
た
街
路
灯
は
す
で
に

両
社
が
取
付
工
事
も
無
料
で
完

了
し
て
く
れ
て
お
リ
、
こ
れ
ま

で
夜
間
の
通
行
に
支
障
を
き
た

し
て
い
た
町
内
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
 

両
社
は
昭
和
四
十
四

年
よ
リ

毎
年
五
基
づ

つ
寄
贈
し
て
く
れ

て
お
り
、
町
で
は
犯
罪
等
の
な

い
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

役
立
た
せ
る
こ
と
に
し

て
い
ま

す
。
 

昨
年
十

一
月
二
十
九
H

死
去

さ
れ
た
元
金
木
町
長
大
橋
忠
雄

氏
に
国
か
ら
「
従
六
位
」
 
が贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

同
氏
は
県
製
材
協
同
組
合

連

合
会
理
事

と
し
て
林
政
発
展
に

寄
与
し
た
功
績
に
よ
リ
、
昭
和
 

h

十
四
年
に
は
 
「勲
五
等
瑞
宝
 

・

昂
‘
も
受
け
て
お
り
ま
す
。
 

一
 
伝
逮
の
た

め
、
去
る
十
ニ
月

一
二
十
四
日
、
県
農
林
部
林
政
課

係
官
二
人

が
来
町
、
大
橋
氏
の

自
宅
で
妻

の
て
る
さ
ん
に
「
従

一
I
ハ
位
一
の
伝
達
を
し
ま
し
た
‘
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今
後
は
、
ワ
ラ
の
有
効
利
用
を
 

も
っ
と
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
い
 

と
工
藤
所
長
は
意
欲
的
だ
っ
た
。
 

‘
桜
庭
貞

三
さ
ん
手
づ
く
り
の

ワ
ラ
工
芸
品
の
数

々
 

ぐ ワラ工芸の再認識と農村社会のよさ知ってもらおう 

~ー 
’手をすべらすように、回転を早くノ， と教えるお年寄りた 

くす」、 足たか 手かえし つまこ 

故
大
網
忠

鋼
民
に
 

『鎚
穴
位
』
贈
られ
る
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都
会
の
人

に
雪
国
の
風
土
を

売
り
込
む
 
「地
吹
雪
体
験
ッ
ア
 

ー
」
 
（
雪
国
地吹
雪
体
験
実
行

委
員
会
主
催
、
金
木
町
後
援
）
 

が
、
今
年
も
去
る
一
月
ニ
＋
六

日
か
ら
始
ま
っ
た
。
 

ま
ず
今
年
は
“
地
吹
雪
の
暗

い
イ
メ
ー
ジ
を

一
掃
し
よ
う
4
 

と
、
特
別
企
画
「

女
子
大
生
の

た
め
の
地
吹
雪
体
験
ッ
ア

ー
」
 

と
銘
打
っ

て
ス
タ
ー
ト
。
 

こ
の
第

一
陣
に
参
加
し
た
の

が
神
戸
女
学
院
大
学

（
兵
庫
県

西
宮
市
）
の
女

子
大
生
五
人
。
 

一
行
は
、
津
軽
鉄
道
ス
ト

ー
 

ブ
列
求
に
揺
ら
れ
午
前
十

一
時

前
金
木

駅
に
到
着
。
駅
ホ

ー
ム

で
は
、
待
ち
か
ま
え
て
い
た
各

社
報
道
陣

の
カ
メ
ラ
に
び
っ
く

リ
。
ま
る
で
有
名
芸
能
人
で

も

来
町
し
た
か
の
よ
う
で
し
た
。
 

こ
の
後
“
地
吹
雪
専
用
バ
ス
ク

で
体
験
地
 
「藤
枝
」
へ
向
っ
た
。
 

こ
の
日
は
、
地
吹
雪
ど

こ
ろ

が
小
春
日
和
の
よ
う
な

の
ど
か

さ
で
、
全
く
ふ
ぶ
く
気
配
な
し
。
 

そ
れ
で
も
女
子
大
生
ら
は
、
モ

ン
ぺ
に
角
巻
き
、
カ
ン
ジ
ギ
の

地
吹
中
ール
ッ
ク
で
広
大
な
雪
原

を
歩

い
た
リ
、
馬
そ
リ
に
乗
っ

た
リ
で
大
は
し
ゃ
ぎ
。
津
軽

の

冬
を
思
う
存
分
満
喫
し
て
い
た
。
 

ま
た
、

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
の
試

乗
も
大
人
気
で
雪
原
を
疾
走
し

て
い
た
。
畳
は
斜
陽
館
で
津
軽

名
物
、
じ
ゃ

っ
ぱ
汁
に
舌
鼓
。
 

そ
の
後
歴
史
民
俗
資
料
館
を
見

学
、
約
二
時
間
の
ツ

ア
ー
を
終

え
た
。
 
「
た
だ
の
温
泉
旅
行
よ

リ
も
ず
っ

と
楽
し

い
。
米
て
よ

か
っ
た
い
と
参
加
者
た
ち
。
 

今
冬
は
、
天
皇
崩
御
の
影
響

で
キ
ャ

ン
セ
ル
が
相
次
い
で

い

る
も
の
の
、
主
催
側
で
は
お
よ

そ
千
人

の
参
加
を
見

込
ん
で

い

る
と
の

こ
と
。
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「どんな‘
カしり」 とバスの中でワクワク 
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「わあ～はしめて馬に触 
わつちgった。感誠ノl 

モンへに

角巻の 地吹雪
レソク 

 で、 ざ出陣
ノ 

私に 乗れそ ス 
	

t)

+

大人気 

一j 

と大喜びの女子大生～行記轟 

「来てよかっ 

ずは
〒

キ をは て
吏妻備 

I 

鵬 

’、 

ょっやく纂ました一ー「吹雪で目が開lナな、h ~電 
全国放送・日本テレビ 「内田モーニングショウ」で 

ー行と生出演する大橋町長 
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鱒
雑
簿
鰻
「
 

新婚生活第1日目「平成」スタート 

「跡山最後のこ結婚おめでとうノ 

～金木町中央公民館～ 

（γ、,に4.日月彦山lー．王本 
t u/i斤木1- ’乙-考さんご夫妻 
ツ Ju/Iコ敦子・、～ーノー 

×ーー ユ ー “ 4‘一 

永逮の愛を誓い合ったお＝人 

誕
生
日
を
 
「平
成
」
に
迎

え
た
ご
感
想
は

‘
ー
 

「
年
が
年
な
の
で
、
特
別
ど

う
こ
う
と
い
う
こ
と
は
あ
リ
ま

せ
ん
。
で
も
、
昭
和
天
皇
が
私
 

よ
リ
ニ
歳
年
下
な
の
に
崩
御
さ

れ
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
リ

し
ま
す
い
 

ー
い

ち
ば
ん
印
象
に
残
っ
て

い
る
町
の
思
い
出
は
ー
 
。
 

「若
い
頃
、
三
十
年
余
り
青

森
営
林
署
に
務
め
て
、
森
林
軌
 

道
を
つ
く
り
ま

し
た
が
、
あ
の

頃
の
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す

ね
。
毎
日
、
喜

良
市
の
山
か
ら

ヒ
バ
の
丸
太
が
 

，ト
ロ
ッ
コ
（
木

材
を
運
搬
し
た
 
 貨

車
）
一
で
金
木
営
林
署
の
貯

木
場

（
現
在
の
金
木
中
学
校
用

地
）
ま
で
運
び
出
さ
れ
て
ゆ
く
 

ー
。

今
は
木
材
業
が
不
振
だ

が
、
あ
の
頃
は
と
て
も
活
気
づ

い
て
い
ま
し
た
ね
ー
。
 

そ
れ
か
ら
思
い
出
さ
れ
る
の

は
、
金
木
に
競
馬
場
が
あ
っ
た

頃
の
こ
と
で
す
ね
。
 
（
大正
五

年
ー
昭
和
十
ニ
年
ま
で
、
現
在

の
美
晴
町
で
 
“芦
野
競
馬
一
が

開
催
さ
れ
た
。）
三
度
の
飯
よ
リ

馬
が
大
好
き
で
、
よ
く
出
か
け

た
も
の
で
し
た
。
近
隣
の
町
や

村
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
米
 

て
、
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
ね
。
 

そ
ん
な
訳
で
、
今
で
も
桜
ま

つ
り
の
馬
力
大
会
が
楽
し
み
で

す
ね
い
 

時
代
を
振
り
返
り
、
い
ち

ば
ん
大
変
だ
っ
た
と
思
う
こ
と

は
 
。
 

「戦
争
当
時
、
食
ぺ
物
が
な

か
っ
た
頃
で
す
ね
。
子
供
も
七

人
い
た
し
 
。
」
 

ー
い

ち
ば
ん
の
楽
し
み
は
ー
。
 

「
そ
う
だ
ね
ー
近
所

の
お

年
寄
リ
が
家
に
避
び
に
米
て
く

れ
る
こ
と
と
、
テ
レ
ビ
の
連
続
ド

ラ
マ
を
見
る
こ
と
で
す
ね

ー
 

ー
長
生
き

の
秘
け
つ
は
ー
 

「好
き
嫌
い
を
し
な
い
で
、
 

何
で
も
食
べ
、
規
則
正
し
い
生

活
を
す
る
こ
と
か
な
ー
 
ご
本

人
は
、
お
酒
も
い
け
る
そ
う
で
、
 

冷
で

一
合
位
い
け
る
時
も
あ
る

と
か
。
少
量
の
お
酒
は
、
長
寿

の
薬
な
の
か
も
ね
。
 

顔
の
色
つ
や
も
よ
く
、
と
て

も
八
十
九
畿
と
は
思
え
な
い
岡

田
さ
ん
。
孫
十
五
人
、
ひ
孫
十

二
人
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
が
、
 

ど
う
か
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
 

新
し
い
 
「平
成
」
 
の
時
代
も長

生
き
し
て
下
さ
い
。
 

結
婚
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た

と
同
時
に
元
号
が
「
平
成
」
。
 

ま
た
、
結
婚
式
が
「
昭
和
」
 

の
敢
終
H
と
な
っ
た
珍
し
い
ケ
 

ー
ス
。
 

こ
の
お
二
人
は
、
山
道
町
・
 
 近

村
明
彦
さ
ん
（
二
十
五
歳
I
 

会
社
員
）
、
敦
子
さ
ん
（
二
十

四
歳
I
肴
護
婦
・
中
里
町
出
身
）
 

ご
夫
妻
。
去
る
一
月
七
日
、
金

木
町
中
央
公
民
館
で
め
で
た
く

挙
式
さ
れ
ま
し
た
。
 

お
ニ
人
の
門
出
を
祝
う
か
の

よ
う
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
平
成

元
年
」
み
た
い
で
す
ね
。
 

知
り
合
っ
た
き
っ
か
け
は
ー
。
 

「私
が
中
巣
の
青
年
団
に
、
 

明
彦
さ
ん
が
金
木
の
背
年
団
に

所
属
し
て
い
て
、
お
互
い
の
ス

ポ
ー
ッ
交
流
を
通
し
て
知
り
合

い
ま
し
た
。
 

明
彦
さ
ん
の
魅
力
は

ー
 

「
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
で
、
男
ら

し
さ
の
中
の
や
さ
し
さ
で
す
。
 

初
め
て
会
っ
た
時
、
こ
の
人
な

ら

一
生
や
さ
し
く
し
て
く
れ
そ

う
だ

ー

と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
感
じ
ま
し
た
い
 

敦
子
さ
ん
の
チ
ャ
ー
ム
ボ
イ
ン
 
 ト

は
ー
。
 

「
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ー
マ
ン
ら
し

く
、
物
事
を
決
め
る
の
に
グ
ズ

グ
ズ
し
て
い
な
い
。
そ
ん
な
彼

女
は
僕
の
理
想
と
ピ
ッ
タ
リ
。
 

そ
の
上
、
明
る
く
て
や
さ
し
い

人
で
す
い
 

ど
ん
な
家
庭
を
作
り
た
い

ー
 

「
ふ
つ
う
が
い
い
ね
。
 い
つ

ま
で
も
友
達
み
た
い
な
夫
婦
で

い
ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
い

将
来
の
ニ
人
の
夢
は
ー
 

コ
ー
人
で力
を
合
わ
せ
て
、
 

小
さ
な
家
で
も
い
い
か
ら
、
マ

イ
ホ
ー
ム
を
持
つ
こ
と
で
す
い

近
い
将
来
、
早
く
夢
が
実
現

す
る
と
い
い
で
す
ね
。
 

平
成
元
年
が
 
「結
婚
元
年
」
 

と
な
っ
た
近
村
さ
ん
ご
夫
妻
。
 

い
つ
ま
で
も
、
ニ
人
手
を
取
り

合
っ
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
 

ご
結
婚
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
ノ
 

新
元
号
「
平
成
」
 
がス
タ

ー
 

ト
し
た
一
月
八
日
、
め
で
た
く

八
十
九
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

岡
田
竹
松
さ
ん
（
明
治
三
＋
三

年
一
月
八
日
生
ま
れ
）
。
 

「
明
治
」
 
「大
正
」
 
「昭
和
」
 

そ
し
て
「
平
成
」
と
、
激
動
の

時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
岡
山

さ
ん
が
背
を
振
り
返
り
、
町
の

思
い
出
な
ど
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
 

‘
顔
の
色
つ
や
も
よ
く
、
生
き

生
き
と
し
て
い
る
岡
田
さ
ん
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独
占
ス
ポ

ー
ツ
か

な
ぎ

コ
ー
ナ
ー
ノ

／
 

●

昨
年
十
和
田
市
で
行
な
わ
れ

た
全
国
相
撲
選
手
権
大
会
で

団
体
三
位
の
入
賞
を
果
た
し

た
時
の
記
念
写
真
 

第
三
十
九
回
県
中
学
校
体
育
大
会
冬
季
ス

キ
ー
大
会
 

金
木
南中
見
事

優
勝

ク
食
唆
轡
 

「南
中
飛

行
隊
」
上
位
独
占
s

糖
崎
喋
選

呼
 

金
木
町
「平
成
ベ
ビ

ー
」
第
一
号
 

リ
 
か
《
 

里
奈
ち
ゃん
元
気
に
産声
ク
 

ー
県
内
第
一
号
も
金
木
病
院
で
出
生
ー
 

目
の
優
勝
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
 

「南
中
飛
行
隊
こ
こ
に
あ
り
ノ
 

」
を
周
囲
に
見
せ
つ
け
た
今
大

会
だ
っ
た
。
 

中
で
も
同
校
二
年
吉
崎
聖
志

選
手
は
、
 一
六
四
セ
ン
チ
、
四

十
七
キ
ロ
と
小
柄
な
が
ら
も
思

い
切
り
の
い
い
ジ
ャ
ン
プ
で
、
 

K
点

（
4
2メ
ー
ト
ル
）
に
迫
る

ほ
ど
の
会
心
の
ジ
ャ
ン
プ
で
、
 

念
願
の
初
優
勝
（
純
飛耀
の
部
）
 

一
月
十
二
日
か
ら
三
日
間
に

わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「第

三
十
九
回
県
中
学
校
体
育
大
会
」
 

（
雲
谷
ス
そ
ー
場
）
で
、
金
木

南
中
は
学
校
対
抗
別
で
見
事
優

勝
を
果
た
し
、
こ
の
報
告
の
た

め
去
る
一
月
十
七
日
、
大
橋
町

長
を
訪
ね
た
。
 

大
会
で
は
、
純
飛
躍
、
複
合

飛
躍
と
も
に
上
位
を
独
占
。
他

の
学
校
を
全
く
寄
せ
つ
け
ず
、
 

1 

平
成
元
年
ス
タ
ー
ト
と
も
に

生
ま
れ
た
里
奈
ち
ゃ
ん
に
 
「女

の
子
だ
か
ら
や
さ
し
く
、
思
い

や
り
の
あ
ふ
れ
た
人
に
育
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
い
と
母
親
の
千

品
さ
ん

は
希
望
を
託
し
て
い

た
。
 

二
人
の
あ
ふ
れ
た
愛
に
包
ま

れ
た
理
奈
ち
ゃ
ん
、
新
時
代
を

健
や
か
に
の
び
の
び
と
育
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。
 

ま
た
こ
の
日
午
前
零
時
四
十

九
分
に
は
、
県
内
第

一
号
の
平

成
ベ
ビ
ー
（
男
児

・
両
親
は
車

力
村
）
も
金
木
病
院
で
誕
生
し

て
お
り
、
平
成
元
年
が
金
木
町

に
と
っ
て
は
好
ス
タ
ー
ト
と
言

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
 

平
成
元
年
初
日
の
去
る
一
月

八
日
、
新
時
代
を
担
う
金
木
町

第

一
号
の
 
ク平
成
ベ
ビ

1
4
 が

元
気
に
産
声
を
上
げ
た
。
 

こ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
第
ニ
金

木
団
地
、
会
社
員
田
中
芳
彦
さ

ん
（
ニ八
）
も
」
一
さ
ん
（
ニ大
）
夫
妻
の

長
女
・
里
奈
ち
ゃ
ん

（
体
重
三

千
百
二
十
グ
ラ
ム
）
。
 

平
成
と
元
号
が
変
わ
っ
て
間

も
な
い
同
日
午
前
五
時
五
十
八

分
、
公
立
金
木
病
院
で
出
生
。
 

「予
定
日
よ
り
一
週
間
早
く
、
 

ま
る
で
平
成
に
合
わ
せ
た
か
の

よ
う
に
生
ま
れ
て
き
た
い
と
一
一

人
は
赤
ち
ゃ
ん
に
目
を
や
っ
て

に
っ
こ
り
。
田
中
さ
ん
夫
妻
に

と
っ
て
は
初
め
て
の
子
供
だ
け

に
喜
び
も
ひ
と
し
お
。
 

母親の千晶さんに抱かれる里奈ちゃん 

I  
複合で上位を独占した左から、岡田（ 1 位）加賀谷（ 2 位） 
鳴海（ 3 位）荒関（ 4 位）の各選手 

圧 
倒 
的 
強 
さ 
で 

年 
連 
統 

▲大橋町長に優勝報告する金木南中スキー部員 高 

一一 ~団上っ 
月、13 僚〔I酬、 
、、ーには，金末’γ）I占1戸） 

う 
よこ 

（会 

を
成
し
遂
げ
た
。
 

同
校
選
手
結
果
は

次
の
と
お
り
。
 

純
飛
躍
▽

一
部
①
吉

崎
聖
志

（
ニ年
）
1
 

9
9
・
3
点
（
4
0m

、
 

4
1m
）
③
嶋
海
忠
幸
 

（
三
年
）
1
7
3
・
 

6
点

（
4
2・
5
m
、
 

4
3m
ー
最
長
不
倒
）
 

④
岡
田
千
臣
（三
年
）
 

⑥
吉
崎
正
貴

（
一
年）
 

⑦
加
賀
谷
将
栄
（
一
一

年
）
⑧
荒関

一
寿
（三

年
）
複
合▽
一
部①
岡

田
千
臣
②
加
賀
谷
将

栄
③
鳴
海
忠
幸
④
荒

関

一
寿
⑧
古
崎
聖
志
 

鰍
 

」
」

！
 

お
め
で
と
、つ
 

金木南中・相撲部員に 

県個易題季賞w 
～青森県体育協会より～ 

県
、
東
北
、
全
国
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
残
し
た
選
手
に
贈

ら
れ
る
、
県
体
育
協
会
の
昭
和

六
十
三
年
度
県
優
秀
選
乎
賞
に

金
木
南
中
相
撲
部
貝
四
人
が
選

ば
れ
、
去
る
一
月
十
六
日
、
青

森
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
授
与
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

授
賞
さ
れ
た
の
は
、
同
校
原

田
治
選
手

（
二年
）
、
沢
田
明

伸
選
手

（
二年
）
、
山
中
幸
樹

選
手

（
二年
）
、
山
中
匠
選
乎
 

（
三
年
）
の
四
人
。
 

今
回
の
受
賞
理
由
は
、
昨
年

十
和
田
市
で
行
な
わ
れ
た
「
第

十
八
回
全
国
相
撲
選
手
権
大
会
」
 

で
、
団
体
三
位
の
入
賞
を
果
た

し
た
功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
同
校
で
は
昭
和
五
十

二
年
以
来
二
度
目
の
受
賞
と
な

リ
ま
し
た
。
 



ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
開
催
，
 

第

三
回
三
世
代
交
流
 

‘
 
喜良
市
子
ど
も
会
 

・
 

育

成

協
力

会
 

指
導
を
受
け
る

場
面
も
。
 

「
冬
休
み
子

供
た
ち
は
今
流

行
の
フ
ァ
ミ
コ

ン
ば
か
り
ー
。
 

日
頃
な
か
な
か

世
代
の
交
流

を

は
か
る
機
会
が

少
な
い
今
日
だ

け
に
、
今
後
も

続
け
て
い
き
た

い
も
の
で
す
ね
い

と
事
務
局
の
今

ト
シ
さ
ん
。
 

目
と
な
っ
た
。
 

大
会
で
は
ス
キ

ー
に
行
っ
て

い
る
子
供
も
い
て
、
参
加
数
が

少
な
か
っ
た
も
の
の
、
小

・
中
・

高
・
大
人
合
わ
せ
て
三
十
人
ほ

ど
が
参
加
。
 

こ
の
日
の
大
会
の
た
め
に
、
 

子
供
た
ち
は
一
週
間
前

か
ら
本

格
的
に
練
習
し
て
き
た
が
、
思

う
よ
う
に
ゲ

ー
ト
に
ボ
ー
ル
が

入
ら
ず
、
お
年
寄
り
た
ち
か
ら
 

喜
良
市
子
ど

も
会
育
成
協
力

会

（
西
村
万
吉
会
長
）
主
催
の
、
 

第
三
回
三
世
代
交
流
ゲ

ー
ト
ボ
 

ー
ル
大
会
が
去
る
一
月
十
四
日
、
 

喜
良
市
小
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
。
 

こ
の
催
し
は
、
子
供
た
ち
の

冬
休
み
を
利
用
し
て
、
親
と
子

の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
づ
く

り
を
は
か
る
目
的
で
行
な
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、

今
回
で
三
同
 

世
偲
⑩
回
ミ
邑

『ケ
0

シ
国
ン
餓
か
局
る
 

はじめての経験で子どもたちも大喜び 

土地取引きには 

届出が必要です 
1カni' (1田」！い 以上の農地以外（宅地、ii」林など） 

の L地について売買などの取引をする場合は、事前に県 
mFへ届出が必要です。 
届出をしないで土地取引をすると、6カ月以下の懲役 

または30万円以下の罰金に処せられることもあります。 
必ず届山はしましょう。 
⑥届出先 金木町役場企画室 

I'l・しいことは、役場企画室へお尋ね下さい。 
雪53一21 I I 内線40) 

匠正］はロの 6 週問前 までにしましょう 

／ー 	 税のお知らせ 
①軽自動車（バイク等）の廃車、名儀

変更は早目に／ 
軽自動軍、原付バイクの廃軍、名儀変更の手統きをす

る方は、早目に役場税務課へ。たとえば、 
＠転出される方 ＠ナンバープレートを付けたまま全く
使用していない原付バイク等。(4月1日現在登録されて

いろし課税されます。） 

②年度内に完納しましょう／
町税完納推進月間％~% 
町税を納め忘れていませんか？ 
町では、2月21日～ 3月20日まで町税の完納推進月間 

と定めました。 
納め忘れのないよう、年度内に完納しましょう。 

一
あ
り
が
と
う
 

、
 

ご
ざ
い
ま
す
。
 

、
あ
な
た
の
善
意
ノ
 

大
橋
行
雄
さ
ん

（
神
明

町
）
は
こ
の
ほ
ど
、
父

（
故

大
橋
忠
雄
氏
）
の
葬

儀
に

寄
せ
ら
れ
た
香
典
の
一
部

を
、
学
校
教
育
に
役
立
て

て
下
さ
い
と
、
金
木
小
学

校
、
金
木
中
学
校
へ
合
わ

せ
て
五
万
円
を
寄
付

さ
れ

ま
し
た
。
教
育
振
興

の
た

め
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
し
 

   

ノ
 

	・mIm川田H金木だより ⑩ 

訴
え
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、

こ

が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
脈
に
乱
れ
が
あ

と
か
脈
が
ば
ら
ば
ら
に
な
る
）
 
 

の
際
に
ま
ず
問
題

に
な
る
の
は

実
際
に
脈
の
乱
れ

（
脈
が
と
ぶ

る
場
合
、
次
に
間
題
に
な
る
の

に
起
こ
る
か
で
あ
り
、
労
作
時

は
安
静
時
に
起
こ
る
か
労
作
時
 

日
常
の
診
療
で
動
惇
と
い
う
 

金木病院カルテ⑩ 

不整脈の治療 
にっいて 
公立金木病院 内科医長 

よし 	き 

星 	克 樹 

い
ま
す
。
 
 

す
。

こ
れ
と
は
逆
に
安
静
時
だ
 

は
、
 一
度
検
査
を
ノ
 

て
も
、
休
ん
で

い
れ
ば
徐

々
に

脈
が
速
く
な
り
、
ド
キ
ド
キ
し

よ
く
な
る
と
い
っ

た
動
体
は
、
 
 

が
突
然
始
ま
り
、
突
然
終
わ
る

け
に
起
こ
る
も
の
は
、
大
体
が

合
に
は
、
 一
部
の
場
合

（動
惇

な
不
整
脈
の
可
能
性
が
あ
り
ま

ほ
と
ん
ど
治
療
の
必
要
は
な

い

動
体
と
言
え
ま
す
。

っ
ま
り
、
 
 

場
合
）
を
除
い
て
心
配
の
な
い

に
起
こ
る
も
の
の

は
多
少
心
配

心
配
の
な
い
不
整
脈
と
さ
れ
て
 

動
惨
が
気
に
な
る
人
 

ま
た
、
脈
に
乱
れ
が
な
い
場
 

に
あ
り
ま
す
。
 
 

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 

す
。
更
に
運
動
負
荷
心
電
図
に

ら
い
、
 一
日
の
う
ち
、

ど
う
い

な
い
か
ど
う
か

の
確
認

の
た
め

の
目
的
は
、
 一
っ
は
ど
う
い
う

不
整
脈
で
あ
る
か
の
確
認

の
た

で
て
い
る
か
を
調

べ
る
検
査
で

よ
り
、
運
動
の
前
後

の
不
整
脈

る
か
ど
う
か
を

は
っ
き
り
さ
せ

る
に
は
、
種
々
の
検
査
が
必
要

の
確
認
に
は
、
ま
ず
ホ
ル

タ
ー
  

時
間

っ
け
た
ま
ま
生
活
し

て
も

め
で
あ
り
、
 
】
っ
は
心
臓
病
が

心
電
図

の
検
査
が
あ
り
ま
す
。
 
 

う
時

に
ど
の
よ
う
な
不
整
脈
が

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
検
査

こ
れ
は
、
小
さ
い
心
電
図
を
2
4
 

 

し
か
し
、
治
療
の
必
要
が
あ
 

ど
う
い
う
不
整
脈
で
あ
る
か
 

す
。
 
 

い
い
よ
う
で
す
。
 
 

性
を
判
定
し
ま
す
。
 
 

は
、
負
荷
心
電
図
に
 
図

・
超

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
っ
い
て

は
、
 一
度
検
査
を
受
け
た
方
が

療
に
っ
い
て
で
す
が
、

い
ず
れ

療
を
お
こ
な
う
場
合
が

あ
り
ま

に
し
ろ
、
動
惇
が
気
に
な
る
人

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 
 

あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
検
査

に

の
必
要
の
な
い
不
整
脈
で
も
治

の
強
い
場
合
に
は
、
本
来
治
療

の
増
減
を
調
べ
、
治
療
の
必
要

治
療
が
必
要
か
ど
う
か
を
決
定

音
波
な
ど

の
検
査
が
あ
り
ま
す
。
 
 

以
上
が

い
わ
ゆ
る
動
棒
の
治
 

し
か
し
、
例
外
と
し
て
症
状
 

以
上
の
よ
う
な
検
査

に
よ
っ
 

こ
れ
ら
と
は
別
に
心
臓
病
が
  



、、 、・、 

おむつ代が助かります 
と言っても、赤ちゃんのおむつのこと

ではありません。病気などで寝たきりの

人のためのおむつの話、なのです。 

ト今年から医療費控除の対象に 

おむつの必要枚数は個人差があり、 ま

た病状によっても逮いますカ言、 1日に少

ない人で2. 3枚、多い人になると14-15枚に

ものぼります。病人用のおむつは1枚100-200 

円ですから、仮に100円としても、場合によって

は 1 111,400-1,500P」がおむつ代にかかる計算

になります。 

そこで、寝たきりの病人を抱える家庭の、こ

うした経済的負担を軽くするために、今年から

おむつ代が医療費控除の対象に加えられること

になりました。ただし、医療費控除の対象とな

るおむつ代は、 6 か月以上寝たきりで、おむつ 

の使用が必要であると医師が認めた人の

場合に限られます。 

ト控除を受けるために必要な書類 

医療費控除を受けるには、確定申告を

行い、その際、医療費の支IIlを証Iり］する

領収書を添付するか、提示しなければな

りません。 おむつについては、医師が発

行した 「おむつ使用証明書」 と、その証

明書をもらった I-I 以後のおむつ代の領収書（患

者の氏名およびおむつ代であることが明記され

たもの）が必要となります。 

現在、全国に約22万人と推定される寝たきり

のお年寄りをはじめ、おむつを必要とする病人

のいる家庭にとって、おむつ代の控除は、 ちよ

っぴり「りIるいニュースで’はないでしようか。 

なお、昭和63年分から医療費控除を計算する

際、従来 5 万円だった足切り限度額が10万円（ニ

引き上げられますのでご注意ください。 

金
額
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
、
大

事
な
契
約
や

遺
言

を
す
る
と
き
は
、
 

公
証
制
度
を
利
川
 

す
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。
 

法
律
の
プ

ロ
で

あ
る
公
証
人
が

作

る
公
正
証
書

に
は
、
 

次
の
よ
う
な
も

の

が
あ
り
ま
す
。
 

O
 
金
銭
の
貸
借
、
 

上
地
・
建
物
な

ど
の
売
買
に
関
 

す
る
公
正
証
書
。
 

〇
 
賃
貸
借
、

交
通
事
故

・
離
婚
な

ど
に
伴
う
損
害
賠
償
ま
た
は
慰
謝

料
の
支
払
い
な
ど

に
関
す
る
契
約

公
正
証
書
。
 

〇
 
遺
言
公
正
証
書
。
 

公
文
書
と
し

て
の
証

拠
力
 

公
正
証
書
は
、
国
の
機
関
で

あ
る

ル
公
証
入

4
が
作
る
も
の
で
す
か
ら
、
 

す
べ
て
公
文
書
と
な
り
、
 い
く
つ
か

の
利
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

ま
ず
、
契
約
書
類
は
す
べ
て
公
文
 

H
本

に
公
証
制
度
が
誕
生
し

て
か

ら
、
昨
年
で
百
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

こ
の
制
度
は
、

法
務
大
臣
か
ら

任

命
さ
れ
た
ク
公
証
人

4
が
、
契
約

や

遺
言
な
ど

の
書
類
を
作
る

こ
と
で
書

類
が
公
的
に
認

め
ら
れ
、
文
書
と
し

て
の
証
拠
力
が
強
く
な
る
と

い
う
も
 

・

の
で
す
。
例
え
ば
、
上
地
の
売
買
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
は
、
契
約
の
後
に

起
こ
る
こ
と
が

多

い
よ
う
で
す
が
、
 

公
証
人

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
契
約

に
つ
い
て
の
公
正
証
書
が

あ
れ
ば
、
 

ト
ラ
ブ

ル
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
 

公証制度 

契
約
や
遺
言
な
ど

の
 

ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
 

書
と
し
て
の
確
実
な
証
拠
力
を
も

つ

た
め
、
後
に
な
っ

て
事
実
と
逮
う
と

争
う
こ
と
が
難
し

い
と
い
う
こ
と
で

す
。
 

次
に
、
公
正
証
書
は
、
原
本
を
公

証
人
が
執
務
す
る
公
証

役
場
の
書
庫

に
保
存
さ
れ
る
た
め
、
紛
失
・
改
ざ

ん
の
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん
。
 

手
続

き
は

比
較

的
簡
単
 

契
約
や
遺
言

に
つ
い
て
、
こ
の
よ

う
な
公
正
証
書
を
つ
く
る
手
続
き
は
、
 

比
較
的
簡
単
で

す
。
そ
の
う
え
法
律

の
プ
ロ
で
あ
る
公
証
人

の
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
、

法
的
に
も
安

心
で

き
ま
す
。
 

詳
し

い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
公
証

役
場
（
全
国
約
．．
・百
か
所
）
、

日
本

公
証
人
連
合
会

（
O

．・
．ー
丘

O
ニ

ー
 

八

O
五
〇
）
、
ま
た
は
各
地

の
法
務

局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

公証役場は全国に約300か所 

公証役場には、裁判官、、検察官

法務局長などを長年勤めた法律実

務経験者の中から、法務大臣によ

って任命された公証人が執務して

います。現在、全国主要都市に約 

300か所設置されています。 
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コ
ー
ナ

ー
の
開
設
 

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
日
常

使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
が
物
置

等
に
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
 

た
と
え
ば
、
学
習
机
、
子
供

用
二
段
ベ
ッ
ド
，
乳
母
車
な
ど
。
 

利
用
が
あ
る
方
に
再
利
用
し
て
 

も
ら
う
「
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
 

ー
」
を
三
月
号
よ
リ
設
け
ま
す

の
で
、
こ
う
い
う
も
の
が
あ
リ

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
下

さ
い
。
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優奈ちゃん 達也ちゃん 
12月26日生まれ 

体重 3,340グラム 

嘉瀬下鍛冶町 
須崎正輝さんの次女 

1 月17日生まれ 
体重 4,300グラム 

嘉瀬下古町 

鳴海徹弘さんの長男 
ノ 

(
 

12月 3 日生まれ 

体重 3,000グラム 

金木芦野団地 

浅田昭彦さんの次女 

智美ちゃん 
ゆう き 	 さと ム 

はじめまして（12月届出） 1 

はじめましてい月届出） 

祐輝ちゃん 
11月25日生まれ 

体重 2,960グラム 

蒔田 

田中孝ーさんの長男 

戸

籍
の

窓
 

十
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無
『
簿
』
蘇
僚
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太
ち
ゃ
ん
（
嘉
瀬
）
が
須
藤
僚
 
 

町
に
と
っ

て
、
今
一

番
 

望

ま
れ

る
事
業
は
 

国
で
は
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
 

を
支
援
す
る
た
め
、
 一
市
町
村

あ
た
リ
ー
律

一
億
円
（
今
年
度

二
千
万
円
、
米
年
度
八
千
万
円
）
 

を
全
国
に
交
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

来
年
度
こ
の
資
金
を
活
用
し
、
 

地
域
づ
く
り
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
金

木
町
に
と
っ
て
今

一
番
望
ま
れ

る
事
業
は
何
か
。
 

町
の
取
組
み
方
 

町
で
は
こ
の

一
億
円
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、
広
く
町
民

の
声
を
聞
き
な
が
ら
取
リ
組
む

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

つ
い
て
は
、
事
業

（
金
額
）
 

の
大
小
に
関
係
な
く
、
町
民
の

英
知
を
結
染
し
最
大
の
効
果
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
町
民
か
ら
の

希
望
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
何

卒
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

希
望
は
投
書
か
電
話
ど
ち
ら

で
も
結
構
で
す
。
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「ふ
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